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   A 71-year-old man was admitted with the chief complaint of gross hematuria. Cystosco-
pic examination showed a broadbased papillary tumor at the apex of the bladder. There 
was edema of the mucous membrane around the tumor. CT-scan demonstrated a mass ex-
tending from the bladder dome superiorly. Partial resection of the bladder was done. 
Pathological examination revealed grade 3 transitional cell carcinoma, with scattered 
adenocarcinoma and squamous cell carcinoma foci. Chemotherapy with bleomycin (BLM) 
and cis-dichlorodiamine platinum (CDDP) was done postoperatively. Ten months after the 
operation, he was readmitted because of recurrence in retroperitoneal lymph nodes. Chemo-
therapy with BLM and CDDP was done, but he died of pulmonary complications. Autopsy 
revealed retroperitoneal lymph node metastasis of transitional cell carcinoma. There was no 
metastasis to any other organ. We briefly discuss 275 cases of the carcinoma of the urachus 
collected from the Japanese literature. 
















主訴に当科を受診 した.諸 検査で前立腺肥大症 と膀胱
憩室 を認 め た.1980年3月19日TUR-Pを 行 な った ・
病 理 組 織 学 的 に 悪性 像 はみ られ な か った,そ の 後 尿路
感染 が とれ ず,1984年2月10日肉 眼 的血 尿 がみ られ,
IVP,膀胱 鏡 を行 な った が,膀 胱 憩 室以 外 に 異 常 を認
め な か った.1984年9月5日 膀 胱 鏡 を 再 検 した とこ
ろ,膀 胱 頂 部 に 粘 膜 の浮 腫 とそ の 中 心 に乳 頭 状 の 腫瘍
を認 め た た め9月14日 入 院 した.
現 症:体 格 小,栄 養 状 態 普 通.胸 部理 学 的 所 見 に異
常 を 認 め な か った,下 腹 部 正 中 に 圧 痛 を認 めた.外 陰
部,前 立 腺 に 異常 を認 め な か った.
入 院 時 検 査 成績 ・尿 所 見;蛋 白(掛),糖(一),
沈 渣,RBC多 数/hp町WBC多 数;'hpf.尿細 菌 培
養 グラ ム陰 性 桿 菌104!mm3.尿細 胞 診classl.血
液 一 般;WBC5,700/mm3,RBC448×104/mm3,Hb
13.19!dl,Ht39.1%,血小 板13,8xlOa!mm3.血液


































病理組織学的所見:腫 瘍 の大部分 は移 行上皮癌
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発見された.再 入院 しシスプラチソ,ビ ソブ ラスチ
ン,ブレオマイシンによる化学療法を行なったが,肺

















































































計 183 73 19 275
Table2.臨床 症 状


























































癌の解剖学的位置か ら膀胱頂部 と連続 したRetzius































































で な い と否 定 され る まで は,膀 胱 頂 部 の腫 瘍 はす べ て
尿膜 管 原 発 腫 瘍 と考 え る べ き で あ る.
尿 膜 管 癌 のstagingはSheldQn13)によ って試 み ら
れ た が,彼 の 症 例 は83%がgradeIIIで 発 見 され た
と きはか な りstageが高 い と考 え られ る.
本邦 尿膜 管 癌 症 例 の組 織 像 をTab里e3に 示 す.275
例 中 腺 癌 が227例,82.6%と最 も多 く,そ の うち ムチ
ン産 生 腺 癌 は13例で あ った.Jakse'^)は尿 膜 管腺 癌 を
1.粘 液 産 生型,2.分 化 型,3.印 環 細 胞型 に 分類
して い る.そ の他 に 移 行 上 皮 癌8例,2.9%,扁 平 上
皮 癌7例,2.5%,わ れ わ れ の 症 例 の よ うな混 合 癌 は
10例,3.6%にみ られ た.Beck15)も尿 膜 管癌78例中,
腺 癌73例,93%,移 行 上 皮 癌2例,3%,扁 平 上 皮癌
2例,030,未 分 化 癌1例,1%と 報告 して お り尿膜
管 癌 の うち で は腺 癌 が 大 部 分 を 占 め て い る.し か しな
が ら他 の 組 織 型 もみ られ て い る.Mostofit2)によれ ば
尿 膜 管 を 被 う細 胞 は 元 来coleumepitheliumに由来
し,ど の よ うな上 皮 細 胞 に も分 化 す る 潜 在性 を 有 して
お り,癌 化 した 場 合 ム チ ソ分 泌 腺 癌 に な る ことが 多 い
が,と きに は移 行 上 皮,扁 平 上 皮 あ るい は未 分 化 の ま
まの 形 態 を した癌 腫 に な り うる と して い る.
治 療 は 手術 療 法 が 中心 とな るが,本 邦 尿膜 管 癌 症例
の治 療 法 を み る と,膀 胱 部 分 切 除 術 が142例 と最 も多
く,cnblocsegmentalresectionが58例で これ に
つ ぎ,膀 胱 全摘 術+尿 路 変 更 は20例とな ってい る.最
近 の症 例 で はenblocsegmentalrcsectionや膀 胱
全 摘 を した 症 例が増 加 して い る.放 射線 療 法,化 学療
法 は これ らの 手術 療 法 に 組 み 合 わ せ た り,あ るい は 手
術 不 能 例 に 単 独 で 少数 例に 行 な わ れ て い る(Table
4),尿膜 管癌 の 手術 法 に 関 して は ,尿 膜 管 の解 剖学 的
位 置 や そ の発 育様 式 か ら,1,腹 直 筋後 鞘 を含 む 切 除
cnblocsegmentalresection)を行 な うべ き とす
Table4.治 療 法 .
北見 ・ほか:尿 膜管癌 ・混合癌 1463




























































ADM,CDDPがあるが特に有効と考 え られ る薬剤













べ てい る.Whitehead16)は手 術 した73例 中27例に再
発 を 認 め,局 所 浸 潤14例,肺 転移6例,腹 膜 転 移5
例,大 網4例,肝 転 移3例 と局 所 浸 潤 が 多 い と報 告 し
てい る.
予 後 は5年 生存 率 が4%か ら17.6%と悪 い 一 治 療法
に よ る予 後 の 差 はWhitehead'6)は広 範 囲 切 除 グル ー
プが よい と述 べ,Nadjimi')は放射 線 併 用 例 の ほ うが
よい と報 告 して い る.組 織 型 と予 後 との関 係 はBeggD
は ム チ ン分 泌 型 が著 明な もの ほ ど予 後 不 良 と して い る
が,Nadjimi7はムチ ン分 泌 型 腺 癌 の 方 が 非分 泌型 よ
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